


















▲2005年は開館10年。神戸出身のジャズピアニスト小曽根真と父・実のデュオが登

場しました。　公演企画を公募、選ばれた音楽家にホールを無料提供する「エヴォ

リューション・シリーズ」は開設以来の名物。選抜メンバーの公演もありました。

▲開設以来の人気シリーズが「ティータイムコンサート」。金曜午後2時、美味しい茶

菓と共に上質の音楽を楽しめるプレミアムなマチネ。関西を代表する繁華街・梅田

に立地する地の利も生かし、ステキな時間を楽しんで頂いています。
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▲近年、ホールの主催公演に新たな風をもたらしているのが、国際的なヴィオラ奏者・今井信子（アムステルダム音楽院教授）。ザ・フェニックスホールの音楽アドヴァイザー

として、才能あふれる日本や欧州、米国の一線で活躍する俊英を推挙し、また自らも舞台に立ち、滋味にとんだ室内楽の楽しみを発信。併せてヴィオラ音楽の奥深い世界を

紹介しています。世界の超一流と共演を重ねる名手であり、「室内楽の殿堂」にふさわしい名伯楽として、これからもお世話になります。

◀ホールは次世代の音楽家育成や音楽

普及のための事業も手掛けています。

日本を代表するヴェテランでつくる弦

楽四重奏団「ジャパン・ストリング・

クヮルテット」を講師に、毎年3月に開

く「Phoenix OSAQA」（弦楽四重奏を志

す若者のための自由塾）。地元関西の

ほか、首都圏や中京地区の音楽学生、

フリーランスの演奏家が参加、4日間に

わたり公開マスタークラスや修了公演

でベートーヴェンの弦楽四重奏の世界

に迫ります。

▲大阪出身の世界的ギタリスト福田進

一による「Osaka Guitar Summer」も同

じく、奥深く豊かなギター音楽を若手

に伝え、聴衆拡大を図る営みとして広

く注目されています。
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